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1) 菱山県j ケネーの『僻ー辞表』ー←その分析再構成応用 「京都大学趨揖学部創立四十周年記
念 経済学論集J昭和34年5月 169ベー ジ。この論文は英文でも公刊された。1.Hishiyama. 
•. The Tableau Ecariomique of Quesnay-Its Analysis， Reconst.Tllction，. and AppH 
cation ". Kyoto U.町ver5ityEconomiG Review， Vol. 30， No. 1. April 1960， p.1 本稿にお
ける苦|用はj すへて邦語論士からにする。

























2) B. HeM古賀HOJl， "HeRoTopbIe Ko耳目田凹enS::OIe3aBHCHMOCTlI Cx.制I.IBocnpOII3BO;nCTBa'ヘ
BOnpOCl>I 8-KOHOM回 l，1leBpanl> (2) 1962. CTp. 100，右津英雄訳』 再生産圭式の若干の数量的
依存， r呑川犬学経済論叢J35巻4号，晴和37年10月， 87ベ ジ。以下，引用はすべて石津氏の
訳によるロ

























では唯一の基礎的な生産物として， r土地の生産物J(productions de la terre)， 
というよりはその代表的商品としての農産物がえらばれているということ，で


























3) P. Sra宜a，P'Ioductionザ Commodihesby Means of Com慨 odities.-Pγelude to a C'Iiiique 






















































購入¥¥師¥車¥ 産業工 産業)[ 1非産業部門|総生産物
産業 I 20 30 50 100 
産業 E 40 30 30 100 
非産業部門| 40 40 (80) 
総生産物 1川) 1日 200 
52 (354) 第96巻賞S号














ネムチノフは， かれの「物的生産の部門間違関モデルJ (MO，1leJII. 岡田OTpa













「睦請書」左崖捧連関ぞデル (355) 53 
志。第3列の要素は，第I部門の最終生摩物 50と第E部門の最終生産物 30か



















高J1:よび， 第I部門のそれ(第1表では 30+50)をば M で， 第E部門のそれ
(第1表では 40+30)壱ばyであらわしたけれども (拙稿.175ベージ). ネムチ





54 (356) 第 96巻草5号




さて， 第 I部門の部門外売上高(すなわちネムチノ 7のIの商品に対する「部門
外調達量J)をば， 210第E部門のそれ壱 Z，であらわし，支出係数(ネムチノフ
の素材構成を表わす係数)を A， 各産業の非産業部門への売上高の合計すなわち 1
最終生産物を Y，部門別総売上高(または総購入高)あるいは部門別総生産物号
ば，それぞれ，Xt. Xzであらわすとすれば， 第 2表に表示された経済表の再
生産構造は，第3表のようにあらわすことができる九
(第 2 表)
産業 I 三盟主査旦 産業 E
~~\\\ 
λ (οト仰1川ニ-Aλ






Z2 (1 λ)Z， 
5) 第3査では，ネムチノフの理論とり対照を容易にするために』次のような考膚をは白った。ま
ず諸経清数量を表わす記号をネムヲノフのそれと閉じものにした。かくて 産業 J，の売上高















その生産物をば 'Yだけ肱売する。このプロセスは，第3表の第1行 3列自の要素 λY
によって表わされてし、00 さて，非産業部門は. (1 λ)YだけIの生産物に支出す
る。し、いかえれば，産業Eは非産業部門に (1-，)Yだけ班売する n このプロセスは.











1¥¥|産業 1 1産業宜 I(室長重量思)1総生産物
産業 1 1 X，-Zi I AZ， λY X， 
産業][ 1 (日 X， 
非(純産生業産部物門 ，Z， 1 (l-，)Z， I Y 
総生産物| X， X， 
ども，経済曹の現代的な意義をもっぱら問題にしているこの文脈では，ある意味ではやむをえな
いことである。
56 (358) 第 96巷第S号
にある括弧でくくった数列の合言IAZ， である。これがなぜ ).Z~ になるかといえば，産
業IのEに対する販売とは，裏がえしてみれば，産業EのZからの購入に4まかならな
い。 そして，産業Eは売上高Z，のうち Aだけ壱 Iの生産物の購入にあて ae仮定さ
れているから，この額は Aみとなるというわけである。このプロセスは，第3表の第
1行 2列自の要素 (lZ，)によって示されている。同様にして，産業EのIに対する兎





定義によって. (X1 -Zl)になることは自明であろう。 己れと同じように，産業Eの












〔産業Eの行からJ Z，=Z，(1-A) + Y(l-A) J 
この方程式の解は，
Z =yzt一位 Z-iL411 ，-1三I百二A)' ~，- 1-'¥百三A)























































7) 各部門において〈同 と仮定された〉生産物すなわち資本肘選好串0はj 各部門の〈他郎門から陣
入した生産物の支払いにかんする〉物的費用と，付加価値との配分係数をも£らわしている。そとで，
司第 I部門はj その売上高 (Z1)の代金のうち.(1-0)の割合だけ館E部門の生産物を購入し，
。の割合だけ什加畑値すなわち所得〔マルグスの用語を使えばv+m)に支払う。一方，第E部門は，






8) (2)の方程式体系における.Z10 Z~ を X， Yとしj λを R，Oを r，1'"を aとすれば， この式
は，わた〈しの論文における (18・1)式になるであろう。ただここでは「純生産物J(p1'odwlt 
nl'Jt) VほI 国民所得。+例)とみなされているけれども，わたくしの論文ではj それがもっぱ
ら「利潤J (すなわち m)のみにかんするものとみなされていた。
「笹開表」と産業連閏モデル (361) 59 
(第 4 表)
産業 1 I X1-Z1 叫 AY X1 
産業 E l刊日|山r-x;
非(純産生業産部物門1I 。Z， I (1ー 帆 i Y 
総生産物! X， X， X 
さて，ネムチノフの基本方程式は，わたくしの(2)式のγ ステムを，もう一歩











~ (3)町Z， =(1~0，)Z， +(1-À)Y ) 
方程式体系(3)は， ネぶチノフの基本方程式(同上， 93ベ ジ〉である(これに
よって表わされたモデノレを，以下， Iモデル][Jとよぶ)。







10) ネムチノフは， (司の第2式をば Zl=8tZ1+Cl-.'I)Yと書いているけれども， これは明らかに
誤十CあるからI 本止のように修正した固 とにお，1Pれは Y=OlZt十(1-0'2;)Z2をこの方程式体




部門 II x，ー Z， 02Z2 IY I x， 
部門:n: I (1-81)Zl I X2-Z2 X， 
純生産物| 91Z1 I (1-'品| Y 


















値構成 (0)との，関数であるJ (同上， 94ページ，ただし括弧内は引用者)と。 こ
のようなネムチノフの見方は， わたくしが， A=Oなるケネーの経済表の場合
(毛デルI)について， I純生産物Yとパラメータ -Aとを与えることによって，
11) このくわい、理由についてはJ 註 7)および 9)を参照せよ。























































「経済喪」と産業連関モデル (365) 63 






第 6図は， わたくしの論文(同上I 179ベージ〉で「蓮本図形」 とよばれたも































































































































13) D: H. Robertson， L印刷res0ωEcono;:nic Princ~ples， Vol. L 1957， p_ 61，森川太郎高
本昇訳「経慣原論講義J.第 1巻l 昭和35iJ'.68ベジ。
14) 0， Lange， "On the Economic Theory of Socialism"， Review of Economic Studies， 
Vo1. 4， N05， 1 and 2， OcL 1936 and F山 1937，土産情訳，集産主義の経情理論. r計画経
済理論」昭和170年6月.60へージ。



























〔理論][-b) 国民所得を構成する投資に対する蓄積フ rY ドの処分権が，



















































































資本財の純増加分にほかならない。 Y，をば「蓄積フ rY ドJ(現代のソピ2 トー計
両経済の慣用によれば「拡大フォンドJ)とよJ;;ことにしよう。 それは， われわれ
の国民所得会計の「純投資」に対応するものである o ととろで，蓄積 7 アジド
れは，消費財産出量むと左もに国民所得Yを構成するものである。すな
「経済表Jと産業連閏モデル (373) 71 
































































C1 I C12 I Yl I X1 
][ 1-1 -I九 Ix， 
mj m} 刑 I~隅j 一
ぉ Ix， I x， I -I ~X 
1，) O. CTpYM国田."B阻 a田 HapOAHOro XOBHiIC四 aKaK OpYAO6口o甲a四回国曲目rolba皿ー
pOB岨田"， Bonpocl:iI :h岡田K由民.HOHOPI> (11) 1954， CTt. 37，邦訳』社会主義的計画化の用具
としての国民経済バランス，木原正雄編「再生産と国民経済パランス論」昭和31年.91ベー ジ。
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16) 浅された問題は三つある。 つはj わたくしのかつての論文で明示されたけれども 1 ネムチノ
プが展開しなかったものであり いま一つは1 ネムチノフが分析したけれども!わたくしの論文
では展開されなかったものである。一方は， r桂情表」のラインにそった酎字分析の構成にかか
わり j 他方は，価格決定の問題にかかわる。いつか機主を得てこれらの論点について!まとめて
みたい。
